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当市は、信濃川・阿賀野川の河口に位置し、占くからこの両大河の恩恵を受けて栄えてまいりま

した。古代史でよく知られております、淳足の柵・蒲原の津などもこの河川の利を背景に成立した

ものといわれております。しかし、古代の新潟の姿はあまりよく判っておらず、淳足の柵・蒲原の

津の所在地もはっきりとしていません。

小丸山遺跡は、当市では赤塚地区と並んで、古代の遺跡が最も多く残されている大江山地区にあ

る平安時代の遺跡です。この遺跡の調査は、当市にとって初めて経験する大きな発掘調査となりま

した。未経験のためとまどうこともありましたが、幸い、新潟県教育委員会の格段の御指導を得る

ことにより、予想を超える成果を得て調査を終えることができたと思います。

本書で報告する内容は、まだ整理が終っていないため概略的なものでありますが、郷土の古代の

姿を明らかにする一助となれば誠に幸いであります。

おわりに調査の実施を快く御了承いただいた新潟県住宅供給公社、調査に際し惜しみない御協力

をいただいた地元の方々をはじめ、関係各位に厚くお礼申し上げます。

昭和62年３月 新潟市教育委員会

教育長寺崎哲夫
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１本書は新潟市直り山字小丸山ほかに所在する小丸山(こまるやま)遺跡の発掘調査の概報である。

２調査は、新潟県住宅供給公社の分譲住宅団地建設に伴う事前調査として、同公社から新潟市が

受託し、新潟市教育委員会が調査主体となって実施した。調査体制は目次の末尾に記した。

３出土遺物は、新潟市教育委員会が一括して保管している。遺物の注記はＫＭとしてある。

４本書には､.:範州等確認調査で得た資料のうち遺構に伴うもの、及び調査地東隣り排水路整備工

事の立合調査で得た資料を合せて掲載した。

５調査結果は現在整理途上にあるため、本書は遺構を中心に特徴的な資料の報告に止めた。

６方位は真北、レベルは標高を示した。真北は磁北から東偏７度20分とした。土器の断面は土師

器・磁器を白抜き、須恵器を黒塗り、陶器を網点で示した。拓影図で内面・外面両面を掲げたも

のは、断面の右を外面、左を内面とした。測側の縮尺は目次に記した。

７遺物の写真は、図版８を除き、測図のあるものは測図と同じ番号を付し、測図のないものは、

出土遺構名・出土グリッドを付した。

８地形図のうち、第２図・第３図は新潟市所有の基本図を用いた。

９本書の執筆ならびに写真・実測図の作成等は小池・藤塚・渡遥が共同で行い、戸根富美江が補

助をした。編集は藤塚が担当した。

１０調査から本書の作成に至るまで、多くの方々・機関から協力・指導を得た。
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I 調査に至る経緯

新潟市大江山地区は市の南東部郊外にあり、北側/j:，阿11野川、 南と西側/j:，;償越村・亀i壬IIIIJに殺す

る農村地区である。大江山地区の南東省一りにあたる直り iJJ・松111・凶'111・笹ILJ.蔵同などは、周辺

が人口増にある中て、近年人口減少傾向にあり、地元では深刻lな1::1也となっている。新潟県住宅供

給公社による分譲住宅団地建設計画|が具体化したのは1985年の夏である。 この計画に係る諸協議の

ひとって、新潟県教育庁文化行政lm~ ヵ. C， ，iilrJlI':-(定地近くにjA跡(凶ーりIIIB追跡)カ;'{Y:tFすることが指摘

され、連絡を'乏けた新潟Ili教育委n会てい/j:，fliJiI'， 10 fJ、，:'1州J也|付にj立物カi'{j:Z.イ1)していることを?昨認した。
同地/J:、同年8月県が主体 tなり 実施された追跡詳細分布調査で発見された/.f'ヵ・りのおrj:立刷、てあっ
た。同年12月、県文化行政課とともに試掘を合む分布調査を?実施した結果を基に公社と |お識を行な

い、 言|画が慨に実施段階にあり他に代替地がない、 地元ていも開発を望んでし、るなど のJ'JREI:Iにより 翌

年早々に範聞等確認調査を7実施し、記録保存が必要な範囲については本絡調交を実施すると いう 基

本線が示 された。 1986年 6月直ちに確認調査を実施した1'11教委は、遺跡が予想より良好な状態で保

存されていたため、誹l査期間中を通じ、県教委の指導を求める tともに、公主1:t協議を重ねた。本

格調査実施のため、公社と新潟市の受託契約が同年6月ぶ締結され、尚一元忠誠)1でに引き続き本俗説114T

が開始される こと となった。契約による先jl:I:I(li舶はj立問等の作1:1'.カ;'f恕される組|件|約3，500m'、先jJ:J:

終了予定/J:7 FJ31 flであった。

II 遺跡、の位置と周辺の環境

1 ，位置と地形

遺跡、は新砂丘 Iに分類される亀EI:I砂丘の後ダIj東

端付近に所在する。現在の海岸線より約 9km内陸

に位置 し、南側には旧地形地図て襟高17Amの最

高位(現大江山中学校付近)を持つ亀町砂丘後列

が連なり、北fJ!iJIJ: 1陥約 3kmのi'IJHil也を隔てて石山

砂丘を望む位置にある。 また東約 1kmには現在の

阿賀野川河道がある(第 1・31χ1)。遺跡の所在地

は砂丘本列が北西に小さく分岐して回り込んfご形

の{沙丘上にあり、オザ1)とは小さな;全地を隔ててい

る。 しかしこの砂丘が本列の一部なのか、 別砂丘

なのか明 らかではなし、。遺跡、の現地表面は 2m前

後と本列に比べ15m Ltど低く、周囲の水田商との

比高は 2mに満たない。調査地は大半が畑地とな

っており、 LU.f平t1:lである。旧村道はこ の畑地を

通り、大江LIーl中学校fJ!iJへ通じていた。

l 

Eニニニヨ r
m 
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口 砂丘 ・小丸山遺跡

皿自然堤防

第 112<1 ;1よ閥、の位置と 1，';)illの地JIヲ概念(;1;2 ) 



2.周辺の遺跡

第2[:i{[に周辺の遺跡分布を示す。亀田砂丘は遺跡、が集中的に分布する地域であるが、 図はその東

半分である。同砂丘上の逃跡、ては、 亀田IIIT城山遺跡、の円筒下層 d式と報告されて いるも のが最も古

〈、以降近世までの各H寺代の遺跡、が満遍なく認められる。時代的な分布ては縄文・弥生カf1!臥丘前列

に偏在するのに対 し、奈良・平安H寺代の造物はどの追跡にも認められ、しかも各遺跡の主要H寺期の過

半を占めるなど、奈良・平安時代の遺跡分布は濃密てある。 これらのうち、後列砂丘を中心に6-10 

番追跡など過去の開発により既に主要音[1を失なっている追跡、もあるが、 その|祭銅製の鋳，幣(ヌL，¥¥iJ;il点)

などを出土 した若荷谷追跡の例などもあり 、こ の追跡、制二の今後の評filliが期待される。小丸山追跡も

また、 平安時代を主 とする遺跡、であり、こ の造跡群の一員 といえよう 。

CD 
lkm 

第 21:1(1 周辺の逃跡分布

No.1 )"也 ~ff. 1う H司 川 タ~

101 ii'i 111 奈良・平安 191 H曝 LlI 公良 ・平安 川'111:
2 泊りI.lis 平安 11 訟1111旬山 平安 20 小h山1m/!!村) 縦瓦中・ "IZ'!i
3 小丸山 縄文・平安・中世・近世 12 居iili郷 平安 21 駒込~~ i叶 平安

4 I:IL IIJ 平安? 131 iiliノIII 平安(石錘) 22山ン家 弥生後平交
5 1 rL~ 111 (仁l"tJtli何日早・近世|陶磁綜) 14 ニ協同l 奈良・平安 231 IFi 郷 純文晩・到、う後 奈良・平安

6 1 f，荷谷 奈良・"l'立 151 "1" lli 縄文中・r'it.t't?・奈良・平安 24辺山 純文中lぬ ・ ド'ム ・ :t ~lr

7 丸山必所~ 平安 16 疎開l城山 純文 ・ "1'安 ・ 1JH\(Jh世 ~I:i ? 251 (，沙 Ju¥ 制lix"l" ・ ft~l~ .斗1.~&.: 

8 彦七山 奈五t・平'立 17笹山川11月初磁 平安 261 J:.ノiJl 奈良・平安
9 金塚山 奈良平安 181 iitl[ljj;i 縄文絵・弥生後・奈良・平安 27紺l山石仏 中UJ:

2 



III 調査の概要

1 .調査区の設定

本調査に係わる開発地は直り iJJ集落西南に隣被する畑地大半を合むはLf方形の区l直|と道路111:阿部

分の約2.1haて、あ る。そのうち畑全域と *EI:Iの一部が追跡、に相当し、側一定範囲は約8，700m2て、ある。

これは、直り山B遺跡、な Eを含め集落{則に広がっていると忠われる本遺跡の西南部に当る。

調査区は開発区画ラインを基に、その南東端;を起点として一辺10m単位の基本グリッ トとした(第

4図)。このグリッドの方向はアノレフアベッ トのラインが真北より約361支西偏する。また このグ リッ

ドを 4分する 1辺 5mの小グリッドを設け、 iタIJえば["A 1グリッド l区」と呼称した (A1 - 1区

と表記)。当初発掘予定の約3，500m2はA-Iの 1-5ライン範囲にほぼ含まれる。調査の進行によ

り平安時代の遺構を検出した結果、H寺r:MJ'0mIJ約の中てや調査 し得た純1mは、 A1 -7・Bl-7.C

1 -7・D1 -5・E1 -5・Fl-6.Gl-5 .Hl-5・11 -5・J1 -4の各グ リッド

に含まれる約5，200m2ていあった。推定範囲約8，700m'の約60%である。なお、調査期間中、拡|陥道路

側縁にある排水路整備工事に闘し、 立合L、調査を行い、 一部に調査区を設定 した(第5トレンチ)。

2.調査の方法と経過

調査時の遺跡、の状態1;):、lt正に1'1イサ は完全に停止され、開発に係わ る周辺の土留め等基礎工事が行

ux

。一

第31丞| 泣跡mJ辺のJ也I1ヲ
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われていた。遺跡である畑地内には確認調査で設定された第 1卜レンチが仮水路となり、 第2-第

4トレンチが;埋め戻されずに残されていた。開発工程には時間的余裕がないと示されていたため、

調査地については発掘終了区から順次埋め戻すこととし、前記の残されたトレンチで区画される範

囲を順次掘り上げるという、 調査 と開発工事が併行する形となった。調査地の表土除去作業が開始さ

れたのは 7月2日である O

調査は基本的には重機によ って造物包含層到達面までを除去 し、包含層上而でジョレンがけ等に

よる遺物集中区などの検出を行った後、同層を人力によ って掘り下け¥遺構確認面まで到達すると

いう手順で行った。遺物の取り上けは、 重機による除去層については数グリ ッドを包括した任意の

区域を設け(大グリッドと称した)一括して取り上けブJ。次に主要包含層が認められる区域て"L:J:/J、

グリッド単位、同層が存在しないか不安定な区域では基本グリッド単位て取り上げた。遺構内造物

は原則として層位的に取り上け¥ レベルの記録は一音11に止めた。遺梢ニ等の測量は平板測量 とし、 一

部 (A4・A5・B4・B5 . C 4・C5の各グリッド)ては簡易造り方il1i1量 とした。遺構(;;1:調査

区ごとに仮番号を付した。レベノレは、公社が設置 したベンチマーク(棋高2.440m)から、グリ ッド

設定起点 (A1グリッド南東端)一- L K 了 一|--111i-77fi--7-B-i : 
に…移動したベンチマーク d 司 1 1 10681 :m川 I t I I I0拶

一一 1-- -f ~lll1 -- 1 __ J_nl _ J 以例 1K60
を使用した。

12 

調査の進行は、遺物包含層の 一一一
11 

存在 しない区域 (A1 -F 1グ

10 
リッド、 G5IJ-J予IJのグリ ッド

などがある大グリッド)か ら嗣一一9←ー

査を行ったため、順調に進行 し 8 

たが、包含層が安定する他の地

5 

要 した 。 また遺構等も 多 〈検U~， 4 

されるようになり、 7月中旬に=コ

到り予定期間内終了が困難と判一-Lq
21 1 

断された。県教委 ・公社と協議 ぃ UQ

を行い、 県専門職員の派遣をい

ただくとともに、発jJITi J~j 聞の延

長を図り、現地調査が終了した

のは8月23日であった。

整理作業は、市教委社会教育 自由
基本クリッド呼称 小グリッド呼称

争う
。 50m 

課て、行ない、 図面整理後遺構別

に通し番号を付し、 注記等をし

た。 したがって遺構番号等は調

査H寺とは異なる。 第4図 現地)1予測11量図・グリ ッド設定1:1!1

4 

1.94 

.1.14 



3.層序

第5図に基本層序を示す。 1L:t基盤の砂層が落ち込むところで遺跡、の縁辺部付近、 2・3は遺跡、

中心部の層斤である。基本層序は I層表土層、II層H音~茶褐色土層、III層粘土層 (遺物包含層)、

W層砂層である。II層は砂層が落ち込む付近か b粘土層 となる。III層は基本的にはII層 と同質 と思

われるが、畑地内ても粘土質層と認、められる層である。 II層.m層は水田古Ilでは数枚の腐植植物層を
持つ。 W層I.:J:上面が黒褐色の砂層で本追跡の基盤層である。同層は緩傾斜しながらも、周囲の*田

に広範囲に広がり、畑地を尾根にする。遺跡の現地形は基本的にはこのW層表面に規制されている

が、呪地形のように明確な微高地状平出前iを里さず媛l味である。現地形の平社|面はII層・III層の層厚

変化で保たれている。つ まり、畑地の周辺部では III 層 が厚 〈推積し、標高 2m~超える付近ては III

層を欠除する。なおAI-Elグリッドの水田はII-N層上告/1を削平 して開回したものである(第4

L~I )o III層の造物出土傾向は、黒伺色砂て初Jめて確認できる遺構と良〈符合し、原位置を保っていると

思われる。また遺構緩土も同層と同じものである。従って木造跡は、黒褐色砂が形成された安定し

2.0 + 

図
造物包含層
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1 第5卜レンチ北西壁土層断面

A7--+--A6 → 

出土 込止 i ，.k' 斗正

ナ

1.0 
一一一 ー一一 一一一一一一ー一 仁コ ー

土壌サンプル

+ 

HL(m)1 一

2. A6・A7東壁土層断面
2.0+ 、ν d

， ---

1.0+ 

止 9 
4 以こ 午ζ ;ι + 

+ 

HL(m) 3. A3東壁土層断面

1. 第5卜レンチ
I 客土(道路盛土)
IIa茶傷色土(客土?) 
IIb青灰色粘土(黄褐色粒子含む)
lIIa青褐色粘土(11グリッド側は淡賞縄色)
IIIb青灰色粘土
IlIc暗灰色粘土
IIId青灰色粘土
llIe黒灰色粘土
日If青灰色粘土(11グリ yド側は暗褐色) ，
Na黒褐色砂
Nb黄縄色砂

2. A6' A7 

o 
t 

3. A3 

2m 

I 表土(暗茶褐色土、道路盛土含む)---1 表土(暗茶褐色土、道路盛土含む)
口 茶掲色土 II 淡茶縄色土
日la淡茶褐色粘質土 lIIa茶褐色粘質土
IIIb茶褐色土 IIIb暗黒褐色粘土
イIIc淡茶褐色粘土 IIIc靖灰褐色粘土
Na黒褐色砂 Na黒褐色砂
IYb茶褐色砂

SD5 暗灰褐色粘土(lIIc層より暗い)
2淡黄褐色粘土

1・2・31，姐舌L
4灰褐色粘土(黒褐色砂含む) SXl13 1茶褐色土

2靖灰褐色粘土

第5図基本層序
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た砂丘上に、河川堆積物と思われる粘土層が堆積 した微高地上に営まれた遺跡、であり、 当時の生活

面はこの粘土層中にあったと思われる。

4.遺跡の概要

本遺跡、では縄文中期 ・平安時代 ・中世 ・近|立以降の各時代が認められる。このうち遺構が検出さ

れたのは平安H寺代と近世以降である。調査の範囲は、本遺跡、の主要時期である平安時代の遺構が広

がる主要な範囲である。他期については、こ の範囲内て百1)次的に明らかになったものであり、資料

も少なし、。迭問、の遺j溝確認面1;1:A -F亨1)て 1m前後、 I列付近が最も高<2.15 m前後をiftl)り、 全体

に南東向きの緩傾斜を中心に広カ汁、北西向きになると遺構をほとんど認めな L、。また、 1 -L手1)

は、主要包含層を欠除しており、現代の撹乱も多〈、遺跡、の状態1;1:良くなし、。

縄文時代 細片が微量出土しただけであり、今のところ断片資料に止まる。

平安時代 概ね 9-10世紀の集落跡、の西南部に相当する範囲の主要部が検出された。泣構は重複

が認められ、今後検討が必要である。遺物量は多量で現在その一部をiW)図したに止まる。

中世 l点だけである。今後の整理によっても大|幅な増加は望めない。

近此以降 不定形のi茸状のものと、土坑状の 2態の造構がある。土坑状のものを除けば、遺物は

細片てい少なく、 集落跡とは認め難い。造物も含め、大半1;1:近世末期以降てある。

W おもな遺構と遺物

1 .縄文時代

当該期の造構は検出されず、 石器 l点 ・土器 5点の微量な遺物が出土したにすぎない(第 6反))。

I は凝灰岩製の磨製石斧。表而は風化し、刃昔日を欠損する。 84-2区間土。 21;1:半紋竹管状工

具に より 2条の隆帯が施された土器て黒十日色を呈す。 E3-3区，':1:'，土。 3は口縁部破片て浅い沈

線により文様が描かれる O 総監はlU引1'，)薄 く、 11台土は赤褐色である。 SD 5 iJ'，土。 4-6 1 ;1:、が)~

褐色を呈しIJt，'土に雲母ぞ含み、

内面調整の 「寧な土器て¥同

一個体の可能性カサ郎、。 4(こ

I;l:it線によ って渦巻状の文様

が捕かれ文様帯内には O段多

条のRL縦文が施文されてい

る。 4・6がA3-2区、 5が

S D 5出土。以上の造物Jの所

属時期は2カi~IJ期首í]葉 、 4- 6

が中期後葉の大木 95'¥に併:fj

するものと忠われ、 1・3もそ

れらに近いH寺期の所産であろう。

w
h
f
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２．平安時代

検出された遺構は掘立柱建物(ＳＢ)１４棟・井戸(ＳＥ）９基・士坑(ＳＫ）５基・溝(ＳＤ)などであ

る。これらの遺構は概ね北東から南西方向に拡がり、列のほぼ中央に東西棟建物が分散し、それら

の建物の東側に井戸が存在する傾向が窺える。さらに建物周囲には畠の畝の痕跡とされる畝状小溝

が数本を単位としてあり、また塵芥穴と考えられる土坑が検出された。溝には、この他に建物の雨

落ち溝や建物群を区画するために作られたと思われる溝もある。これらの遺構の中には建物間、溝

と建物、そして溝と畝状小溝など重複するものが見られ、数時期にわたって営まれたことが明らか

である（第32図)。しかしながら、現在整理作業が完全に終了していないので詳しく検討を加えてい

ない。

遺物は、コンテナで約40箱と発掘面積の割には多く出土した。とくに建物周辺からは明確な遺構

が検出されないにもかかわらず、土器が多量に出土する地点が何か所か見られ、また雨落ち溝や土

坑・井戸からは良好な一括資料が得られた。本遺跡では土師器・須恵器・黒色土器の他に県内では

類例のない緑粕陶器素地の製品が出土し注目される。墨書土器は80数点と比較的多く出土している。

杯の製作技法を見ると土師器が底部回転糸切り技法、須恵器が回転へラ切り技法が大半を占め、両

者の量比は大まかに見て４：１ないし５：１と土師器杯が多い傾向にあり、地域性・時代性を反映

していると言えよう。遺物ではこの他に建物の柱根や土坑・井戸から出土した木製品・種子類など

の有機質の遺物が多くあり、低地遺跡の特徴として特筆されよう。

以下に各種遺構を中心に順をおって記す。遺物については整理途上にあるため、井戸・土坑出土

のものを図示したにすぎない。特徴的な遺物のみ遺構の後で触れるに止める。

ａ建物（ＳＢ）

掘立柱建物が計１４棟検出された。ＳＢ９Ｂを除く他は東から１５～40度南偏する東西棟建物である。

14棟の建物以外にも多くの柱穴があり、さらに数棟の建物が存在した可能性が残されている。なお
（注５）

建物の桁行・梁行長・各柱間寸法などの数値は暫定的なもので再検討の予地がある。

ＳＢ１（第20図・図版２）Ｈ２～３にある３間（5.7ｍ）×２間（4.8ｍ）の東西棟建物。方

位Ｎ－５８ｏ－Ｗである。柱間寸法は梁行が2.45ｍ等間であるが､桁行は等間でなく､|北側柱列が西より

１．８，．２．１，．１．８ｍ、南側柱列が２．１，．１．８，．１．８ｍとなる。なお東側ｌ間目の棟通りに間仕切

りかと思われる柱穴が存在する。柱掘形は平面形が'11形や隅丸方形で一定でなく、径40～50cmを測

る。ＳＢｌ・ＳＢ２と頭複する。

ＳＢ２（第20図図版２）Ｇ１～２．Ｈ１～３にある５間（１１．４ｍ）×２間（５．０，．４．７ｍ）

の東西棟建物で、方位はＮ－４５ｏ－Ｗの総柱建物であるが､西側３間目の束柱は検出されなかった。

柱間寸法は、桁行は東側ｌ間が南北とも３ｍとなるが他の４間は南北で異なる。北側柱列は西より

４間目が2.4ｍとなる他は３間とも２．０ｍとなり、南側柱列では４間とも２．１ｍとなる。梁行は東妻で

は2.35ｍ等間であるのに対し、西妻では北より２．４，．２．６ｍである。柱掘形は隅丸方形で一辺40～

50ｃｍ・深さ40～60cmを測る。

ＳＢ３（第20図）Ｇ２～３．Ｈ２～３にある３間（5.4ｍ）×２間（４．５，．４．７ｍ）の東西棟

建物。方位はＮ－７０ｏ－Ｗである。柱間寸法は、桁行が2.4～2.6ｍ、梁行は東妻が北より２．３，．２．４

ｍとなるが、西妻では中柱が確認されなかった。柱掘形は、径20～40ｃｍ・深さ30～40cmを測り、平

７



面形は円形を呈す。

ＳＢ４（第21図）Ｆ３～４で検出された４間（１０．４ｍ）×２間（５．０，．４．８ｍ）のやや歪ん

だ東西棟建物。方位はＮ－６１ｏ－Ｗである。柱間寸法は、桁行は等間でなく、梁行は東妻で2.4ｍと等

間である。西妻では中柱を確認できなかった。なお東側ｌ間目と２間目の棟通りには各々柱穴が存

在する。柱掘形は円形で径約30cmを測る。

ＳＢ５（第22図）Ｆ３～４．Ｇ３～４にある５間（１１．６ｍ）×ｌ間以上（５．５，．５．２ｍ）の

東西棟建物。方位はＮ－７４ｏ－Ｗである。東西の妻中柱と南側柱列西第２柱穴は検出されなかった。

柱間寸法は、北側柱列・南側柱列とも西側３間分は２．５，．２．５，．２．３ｍとなるが、東側２間分は南

北柱列で異なる。柱掘形は、平面形で円形・隅丸方形を呈し一辺40～60cmを測る。南側柱列東第１・

第２・第３柱穴の南側約90cmの位置には径20～30cmの柱穴があり廟の可能性が考えられる。

ＳＢ６付ＳＤ２（第22図）Ｅ４．Ｆ３～４にある５間（１２．２，．１２．１ｍ）×２間（４．８，．

５．２ｍ）の東西棟建物。方位はＮ－７４ｏ－Ｗである。東妻中柱は検出されなかった。柱間寸法は、梁行

が西妻で2.4ｍ等間、桁行は西側１間目と５間目は北側柱列・南側柱列とも２．５，．２．８ｍと等しいが、

あいだ3間は北南で対応しない。ただし北側では西第２～4間が2.3ｍ等間となり規則性が窺える。柱

掘形は径40～60ｃｍ・深さ40～60cmを測り、平面形隅丸方形を基本とする。またＳＤ２は、ＳＢ６の

南側柱列の南方１ｍ程のところにあり、長さ５．８ｍ・最大幅1.2ｍ．深さ30cmを測る溝でその位置か

らＳＢ６の雨落ち溝の可能性が強い。覆土からはコンテナ２箱程の遺物が出土している（図版６．

裏表紙)。ＳＢ５と重複する。

ＳＢ５・ＳＢ６は、ほぼ同規模で、建物方位も一致するなど似た点が多く《同じ規格の上で建て

替えられた可能性がある。

ＳＢ７（第21図）Ｄ３・Ｅ２～３にある４間（7.9ｍ）×１間以上（４．６，．４．５ｍ）の東西棟

建物。方位はＮ－６１ｏ－Ｗである。東妻・西妻とも中柱は検出されなかった。柱間寸法は、桁行は等

間ではないものの、北側、南側柱列でほぼ対応する。柱掘形は、円形を呈し径30～50ｃｍ・深さ約３０

cmを測る。ＳＢ８と重複する。

ＳＢＳ（第21図）Ｄ３・Ｅ３～４にある３間（7.8ｍ）×２間（4.4ｍ）の東西棟建物。方位

はＮ－６１ｏ－Ｗである。柱間寸法は、梁行は東妻･西妻とも北から２．４，．２ｍとなるが、桁行は等間

とならない。柱掘形は隅丸方形を呈し一辺30～50cmを測る。北側柱列西第１・第２柱穴から柱根

が検出されている。ＳＢ７とＳＢ８は、ほぼ同規模・同方位でＳＢ４とＳＢ５の関係に類似する。

ＳＢｇＡ（第25図）Ｃ４～５で検出された。当初ＳＢ９Ｂとともに１棟の建物と考えたが、

検討の結果、別の建物とした。２間（4.4ｍ）×２間（3.8ｍ）の東西棟建物で、方位はＮ－５０ｏ－Ｗ

である。柱間寸法は、梁行は1.9ｍ等間、桁行は西から２．３，．２．１ｍである。柱掘形は円形を呈し径

30～50cmを測り、中には柱根を残すものがあった。ＳＢ９Ｂ・ＳＢｌＯと重複する。

ＳＢ９Ｂ（第25図）Ｃ４～５にある。２間（3.8ｍ）×１間（2.4ｍ）の南北棟建物。方位は

Ｎ－４０ｏ－Ｅで、東西方向の柱筋をＳＢ９Ａと揃える。柱間寸法は、桁行で1.9ｍ等間である。柱掘形

は円形を呈し径30～50cmを測る。

ＳＢ１０（第25図）Ｂ４～５．Ｃ４にある３間×２間のやや歪んだ東西棟建物で、方位はＮ-

52..49.-Ｗである。桁行は北側柱列5.0ｍ・南側柱列4.7ｍ、梁行は4.2ｍを測る。柱間寸法は、梁行

８



は2.1ｍの等間、桁行は等間とはならないが、東側１間目が１．５ｍとなる。柱掘形は円形で径40cm程

を測る。西妻中柱・南側柱列西第２・第４柱穴には柱根が遺存していた。ＳＢ９Ａ・ＳＢ９Ｂ・Ｓ

ＢｌｌＡ・ＳＤ３Ｂと重複する。

ＳＢ１１Ａ付ＳＤ３（第24図・第２5図・図版２）Ａ４・Ｂ４～５にある５間（13.2ｍ）×２間

(4.8ｍ）の東西棟建物、方位はＮ－５５ｏ－Ｗである。西側１間の棟通りに間仕切りかと思われる柱穴

が存在する。柱間寸法は、梁行が2.4ｍ等間、桁行は等間ではなく、西から２．４ｍ・２．１，．３．３，．

２．７，．２．７ｍとなる。柱掘形は径50～70cmで平面形は円形・隅丸方形を呈する。北側柱列西第２柱

穴の掘形上部からは、底部に「七」と墨書ききれた土師器杯が完形で出土した(裏表紙)。建物廃棄

にかかわるものであろうか。

本建物の西側と南側には、素掘りの雨落ち溝ＳＤ３Ａ・ＳＤ３Ｂがめぐっている。その連結部分

はトレンチによって壊されているが、本来はＬ字形をなすものであろう。ＳＤ３Ａは、最大幅140ｃｍ

を測り、深さ35cm程の断面梯形を呈している。西妻柱列との間隔は50～80cmである。ＳＤ３Ｂは蛇

行状に掘られているため一定ではなく８０～180cmの幅を有し、深さ30cmを測る。断面形はＳＤ３Ａに

近い。両溝からは、コンテナ１箱程の遺物が出土している（図版６．裏表紙)。

ＳＢ１１Ｂ（第24図・第２5図・図版２）Ａ４・Ｂ４にある２間（５．８，．５．６ｍ）×２間（５．１

ｍ）の東西棟建物。方位はＮ-57°－Ｗで、ＳＢｌｌＡと重複し、わずかに方位を異にする。束柱があ

る。東妻中柱は検出されなかった。柱間寸法は、梁行は北から２．７，．２．４ｍ、桁行は等間とはなら

ないが東１間は北側、南側柱列とも２．７ｍを測り規格性がある。柱掘形は隅丸方形を呈し、一辺約５０

cmを測る。北側柱列西第２・第３柱穴には柱根が遺存していた(図版８)。

ＳＢ１２付ＳＤ４（第24図・第２5図・図版３）Ａ４～５で検出された５間（１０．０ｍ）×３間

(6.5ｍ）の北廟付東西棟建物。方位はＮ－５４ｏ－Ｗで東妻柱列をＳＡ１１Ａと揃えている。廟部分は道

路下へ延びており西第５・第６柱穴は確認していない。柱間寸法は、桁行は等間ではなく、廟・北

入側柱列は西から２．１，．２．１，．１．８ｍ・１．９，．２．１ｍ、南側柱列は２．１，．１．８ｍ・１．９，．１．９ｍ。

2.3ｍを測る。梁行は身舎2.5ｍ等間、廟部分は1.5ｍである。柱穴掘形は身舎が一辺80～100ｃｍ・深さ

60～70cmの方形ないしは隅丸方形となるが東妻の掘形は他に比べ小ぶりである。廟部分では径40～

60ｃｍ・深さ40cm程の円形となる。身舎掘方埋土には黒褐色砂と青灰色砂が互層となるものも見られ

た。また柱根の遺存が良好で、身舎で径20～30cm、廟ではそれより一回り小さなものが使用されて

おり、中には礎板が据えられたものもあった(図版８)｡身舎の棟通りには、不規則に４，５個の円形

掘形が確認されており、束柱になる可能性がある。

雨落ち溝ＳＤ４は、本建物の西側と南側をＬ字形にめく寺り、幅50～70ｃｍ・深さ40cmを測り、断面

逆梯形を呈す。西妻柱列との間隔80～90cm、南側柱列との間隔は90～130cmである。ＳＤ４Ｂ・ＳＤ

４Ｃからはコンテナ３箱と多量の遺物が出土し、その中には墨書土器25点が含まれていた(図版６．

裏表紙)。

ＳＢｌｌＡとＳＢ１２の２棟は、東妻柱列を揃え、ともにＬ字形の雨落ち溝を有す床面積60,2以上の

規模の大きな建物である。特にＳＢ１２は一辺１ｍ近い方形掘形で、唯一廟を有しており、本遺跡の

中心的な建物の一棟であったことが推測されよう。またＳＢｌｌＡ・ＳＢ１２の東妻柱列から８ｍ程の

位置には、後述するように、方位の近いＳＤ５が南北に掘られ、さらに２棟とＳＤ５の間には方形

９



サ|二戸枠を据えた SE9が存在する。 このよ うな規則性のある配 ， 

置は一般集落ではあまり見られず、かなりの計画性の高さが殺 s

えよう。いずれにしても、木造跡のこれか らの遺構群が何如な

る性格を有したものか明らかになるには、今後の主主組作業に負 一

うところが多いと 言えよう 。

b 井 戸 (SE) 

井戸は計9基検出された。素tklIりのものが6基、円形木枠 ・

方形木枠が各 1基と水溜めにrUI物を用いるものが I基ある。J底

商は 9基とも基盤層である青灰色ii沙問に達していた。

S E 1 第7図 B2、 S K 1の北東約 2mにある素捌

井戸o 平面形は径120-130cmの円形。j1m71ヲ断而U字形ie呈す。
第 71;<1 

i架さは65cm(H L = 15cm) をiWIる。各層とも植物造体を多〈合 SEl 

む粘土質であるが、 2・4・6層では砂質土がまさ

っている。造物は少なく、土記長では図示 し得た土

師器鍋口縁部破片(第27区141) の他に杯の小片が

あるにすぎなし、。また最下層からは最大長30.3cm-

最大幅5.2cmを測る i< Jの字形の木製品が出土 し

た。全面に加工痕を筏し、 完形である(第29図10

5)。

SE2 第 8図 D2で.f'!R'':l:'，された掘形径

85-100cmのやや歪んだ円形を呈し、 i装さ130cm(H 

L = -30cm) を測る井戸。 中央には丸太を分割引

抜いた縦板 5枚を組み合わせた径65-80cmの円形

井戸枠を据える(図版 8)。板材は|陥30-60cm、!享さ6-7 cm、長

さ60cm以上あり、ちきり 穴を有する ものが 2枚あった。 1::.端は腐

蝕していたが、周縁には板材を立て廻 らしていた。ヲ|二戸枠内 2・

3 J脅からは大きな樹担が、また11¥:1耐近くからは径20cmfiij後のいj{i柴

カf1:1:'，土した。 井戸廃棄の際の祭ílì~ にかかわるも のであろう 。 泣物

li須恵器材k瓶の胴部破片 1点のみてい、外1(liには淡繰色の自然flllが

かかる(第28図86)。

SE3 第9図 El-2-Fl-2にかけてある 京iklI:N二

戸。 平面形125x 115cmの11114丸方形をと己し、 i奈さ 100cm(H L = -30 

cm) を測る。壁面中はどに段があり、それより下位は狭くなり、

一辺50cm程の隅丸方形となる o この部分には、地物泣{本を年ijーに多

〈含む粘土混じりの黒褐色it少質土カfJít航しており、出め土の rrfíì~

。:

l晴褐色粘土
2暗褐色粘土

HL I.Om 

3灰褐色粘土 7灰尚色粘土
d噌灰褐色粘土(砂吉) 1-7告漏他物遺体重b

5灰尚色粘土

1.1克掲色土(撹乱)
2膏灰色粘土

1黒渇色粘土(砂宮)

S E 2 
1m 

4黒褐色土(砂吉.植物遺体多)
HLO.9m 

2.lJ(i日芭粘土(砂吉島市色砂(枯土宮)
3暗闇色枯土(砂多吉 3-5畠層聞に5mm

性が考えられる。また 3・4・5J百の作層間には0.5cm程のj平さで第 91ヌ| d灰椙芭粘土(砂吉) 厚田黒It邑田植層
5暗掲芭砧土(砂多吉) あり 1-8畠薗植

SE3 
木葉など植物遺体を含も・黒褐色腐侃i土!日が観察された。造物は、

- 10 

6黒掲邑砂(枯士宮) 柑遺体多



6・7層から斎串が 2点はぼ同じ位置より上下し

て出土しており(第29図107・108)、井戸廃棄の祭

叩にかかわるものであろう 。この他、 5層から口

径16.5cm.底径10.7cmの平高台11Il形の木製仇物

(同106)が、土器てやは須恵器杯が 1I訳出土 してい

る(第27/:!?/42)。

SE4 第10図 G2にある平岡形 155x 

140cmの|判丸方形て深さ 110cm(H L = 0 cm)の素

掘井戸。 中ほどにゆるい段を有し、それより下て

は狭〈、 一辺70cm程の隅丸方形となる。 1・2層

は炭化物を含む層て、 1層には特ニに多〈含まれて

いた。両層からは比較的多くの造物が出土し、 1 

1冒J-音liから は油煙の付着した'完形の土師器杯(第

27/:!?151 )、 2層からは墨書のある須恵器杯の底部

(同50) が検出されている。そして 2層下部の段

の部分からは、先端を尖らせた杭状木製品(第29

医/109・110) が2本並んで出土 した。下層の植物

~ 

HL 1.4m 

l暗灰褐色粘土(炭化物、砂吉) 2灰縄色粘土(炭化物宮、砂吉)

3暗掲色砂(粘土宮、植物遺体多)

第10図 SE4

JL HL22m 

I 茶筒芭土(掛作土)

日 茶褐色土

日 一一一ーー IIla暗黒偶色粘土
lIIa=------_一一一ー IIIb灰褐色粘土
日Ib lV 黒偶色砂

泣{木を訓 ;常に多く含んだ 3層の底面付近て

は、木製挽物の血(図版7)が出土し、底

部に「二」と墨書のある完形の須恵器杯が

逆位の状態にあった (第27図47)。また 3層

上部からは一端を切断した杭状木製品(第

291:R1111 )と+反材(同112)が出土している。

/ベ3で=二ミミ二コ弐=iz=干 J づ.，.- I 暗灰19色土(砂宮)
J ケて ~一戸 、 ノ一一2 灰褐色粘土(砂吉)
W ¥¥  ，/両 3 灰褐色粘土

SE5 第11図 F2、 SE4の北

1 mのところてが検出された。平面形 190x 

170cmの不正円形てい深さ95cm(H L = 25cm) 

をiWIる。断面はすり鉢状を呈 し、 l.t"f~l'I央 τ 
に径約40cm、深さ40cmの円筒形の水i留めが

ある。水i留上部には高さ22cmのl性i物(図版

8 )がはめられていた。i童物は少なく、図

示 し得たものは1点のみである(第28図90)。

SE6 第12図 14にある素掘井

戸。平面形90x 80cmの不整隅丸方形てi采さ

70cm (H L = 30cm) を測る。断面中はどよ

り下位では細くなり径40cm干呈の円形プラン

となる。覆土にはいずれも、木葉 ・種子な

どの植物遺体が多く含まれていた。造物が

11 

a' 
/ 

b' 

イ
1m 

」;HL13m 

3灰偶色粘土(砂吉)

a黒偶色砂
5灰褐色砂

第1l/2<1 S E 5 



少なく、残存長22cm.最大IP，'i¥2 cmの惨状の木製品(第301き1113)合|ヌ|不し得たのみで、土日誌は上(:lli日詩

型5のIJ阿部小片が 1点，':1:'，二iニしたにすぎない。

SE7 第13厄|・ 12<1版 3) G2-3にある平面i形一辺180cm松のlilJ!，JL方形をなし、 i栄さ 115cl1l

(H L =25cm) の素掘井戸。 段Luirl' はとよりやや 下位に、わずかな段があり、底面l はすり鉢状を II~.

す。段の音li分からは、 U:l J:'ïli J レベノレの位置で板材 6点が出土した。 rl' には残存長 103cmて、 ~lrj tJfM に納を

作り LI.'，し た断面三角形のものがあり、 n戸枠部材の可能性が考えられる(第3012.1117)。また2Jf" ，~ か ら

は、完JIヲの須恵総杯 2{I自体が11:.位の状態て''1J'，土し、 うち l上.'点t

凶5臼5.61υ)。 この他にも 11百から 2Jfi1にかけては墨書土器2，.，'λ(1口J59・60)。ふい ごの羽 11(第301ヌ1120)

を合む多くの造物が，l~， .::Iー した 。 か (1'.) には須恋器が土師器より 線総総総総総選繍|σ lσ 

も多L、。60(;1:、「奏」あるいは 「議」・「泰」な どと読みとれる

五lJflf カ Tある I~I っぱい IIfì-1'.の1Tに，v，'iJ幣の l吟な千I台材、てある。

木J]I:U'，j'，m忠器杯は総じて!以千の1'1'1)のものが多〈、本i立助、
の ':1" では古い様相:1 を残した J~. (，:Hrlである 。

SE8 第14図 B2、SK 1の北凶約1.5mの仇置

にある素侃井戸。 水路により 1モ分以上が破壊されていた。平

[mJI三は一辺130cm程のlilJ¥丸方形に復J亡されよう。深さ65cm(H 

L =30cm) を測る。造物は土(:11i日;川、1'，'ヵ"，'1'，土した。

a .' 

a' HL t.lm 

1灰!I;色粘土(砂宮)ヨ

2.思f呂色砂(結士宮)
3灰1品色砂(粘土吉)
'.県f昌色砂(粘土宮)
5灰褐色砂(粘土吉)
E灰f昌色砂(粘土少)

'-6吾届他物遺体吉
SE9 第151丞|・ |ヌ|版 3) A 3で検出された上rfriて.ーー 第121)(1 S E 6 

辺210cll1のlilJI，丸方形を主し、涼さ 120cm(HL = -10cm) 

を iWJ る井戸。 JIII\JIヲは {I((i 百五百11 から 40cmf'i~でゆる" j'Jtをな

し、 それよりドイ立てずは一辺120cmのlilJ!，JLjj形となってい

る 。 i~I\Jr~ 内には横板に i ，Vi 状の 切り辺み を つ けて井龍状

に剥|ん fご内法70cmの方形ナ| 一戸枠を 1~li えて(第3 1 陸| ・ 凶

版 8)その問縁には縦板を立て制らせていた。井戸枠

は三段が追存していたが、 三段 111端にも切り込みが

あり、 当初はさ bにj二に数段<<:11まれていた IIJ能性があ

。/ E
口一

ー」エ

b

<>/ 
J 

/ 

a .. HLI.Om 

.01 

'.!日色結土(砂吉)

2灰褐色粘土

3繰f白色砂(粘土吉)
a暗褐色粘土(砂吉)
5黒褐色砂(粘土吉)

12 -

HL 105m 

l暗f白色粘土
l黒褐色粕土 7暗茶偶色粘土(他物宮む)

2. !i呂色粘土 8暗茶筒色砂
3背褐色粕土 9暗茶尚色砂(芦Htj色砂宮む)

4黄f昌色粘土(砂宮) ，日明茶褐色砂
5.'音質!品色粘土

第1312(1S E 7 



(遺構上半) γ 

ち/

a 

(遺構下半)

a 

-AIIIIIII.. 

a' HL 1.2m 

1m 
s 

I a暗灰褐色粘土
I b暗灰伺色粘土(炭化粒多含)

2 茶褐色粘土
3 灰褐色粘土(砂含)
4 黄灰偶色砂(粘土混、植物遺体多)

節1512<1 S E 9 

b' HLI.2m 

る。 また井戸枠の横板外面には、下段のものから順に鋭利な線五IJによ って |・ 11・111の亥Ij書がなさ

れ、組み立てる時の順番を示している。井戸枠上端古11と概ね同じ高さには径30cm程の大石が置かれ、

その上には須恵器鉢の大破片がのっていた(第27 1~1 72) 。 井戸枠内からは、 こ の他に「オ」と 墨書の

ある須恵器杯(同71)をはじめとした土器類 ・箸な どの木製品 (第30図114・116)・砥石 (I"J119)

やモモ ・ クルミ ・ ヒョウタンなどの種子類(I~I版7)カìU:1土し、ヲ l'戸枠1:iT:f¥ JIヲの聞の;巳fl土からは須

恵器杯片(第27図63)・斎串(第30図115)・加工木材な EがI:11二iこしている。

c Wt (SD) 

• 5本のi茸と多数の畝状小i茸が検出された。 このう ちSD2・SD 3・SD 4は建物の雨落ち講と

して既に述べたので、その他の溝について簡単に触れておく 。

S 01 H 3にあり残存長 3m・最大幅 1m程て、深さ 6-7 cm を ìWI る東西ìfI~。 出土造物はなく、

近世の遺構の可能性も考えられる。

S05 A3・B2-3にかけて検出された|隔1-2.5m・i楽さ20-30cm干呈て、断面逆梯形を呈す南

北溝。深さ ・|幅とも一定ではなく、仮設水路より 二|じ{J!iJて若干広くなり 、さ らに道路下へ延びている。

方位N-30
0

-E。コンテナ 2箱程の造物カitl'l土している。本消は所i:i2Eした様に、 SBllA'SB12

の束妻柱列と近い方位にあり、両者と関連した遺構と考えられる。

畝状小溝

|隔20-50cm ・ 深さ数cmから数 10cm程の細長い慌て\数本ずつ平行 に ~lÉんで単位をな している 。 日'1;:

の方向は京から 5-50度南偏した東西請が過半数~ ，~i め、南北端は少なし、 。 1I \j 1í ，\~IJ40-50clllの狭いもの

と、2m I~íj後の広いものの 2種類に大別される 。 li í)，ジ|犬ノト捕の ~I-' には建物と最後するも のがあり、また lií.久

13 ~ 



状小講聞の重複も見 bれた。出土造物iJ:、平安H寺代のものに限 bれ、{也のH寺代のものは検出されて

いない。重複関係を見ると近世の遺構にはすべて切られているので、それらより古い時代の遺構で

あることは確実である。第23図にl妙、状小満の一部を示す。

d 土坑 (SK) 

計 5基検出された。 SK 1 以外の造物の出土はさはど多くはない。

SKl 第16図 B2て、、検出された平面形210x 160cm程の楕円形て、深さ60cmの土l1i:o i制限

断面は、丸底状を呈 し、壁面南側に段を有する。本祉からは多数の土器類、木製品が出土したが、

1 層から 6 層にかけて特に多く見られた。杯 iJ:、須恵、器底部小片・黒色土器(第26 1~1 9・24)を除く

総てが土白jlí器て\中には ì l1=1煙の付着したものや墨書のあるものが見られた。 24は、内外国ì~~黒の磨き

の丁寧な土器て底径4.9cmぞiWIる。底古liは時iJり出しにより平高台を形成する。磨きは、底i郊外商と 111"1

部外面および口縁部内外商は横方向のへラ磨き。

底部内面は放射状磨きである。 11台土は灰褐色を呈

す。口縁部片と核合せず器71ヲ復元に疑問が残る。

25は須恵器査の底音li破片。高台内側には墨痕が残

り摩j威力f著しく、聞として転用されたものである。

図示し得た土器は、この他に須恵器護の口顎音11破

片がある。木器にはl並l物(第29図的 ・101・104)

や先端を加工した杭状木製品(同102) ・用途不可l

木製品(同103) がある。100は、 残存長21.2cmを

測る糸巻の枠木で、両端から内寄りに径 1cm程の

横木を結合するための納孔をあけている。機織り

の傍証資料として貴重なものとなろう。

SK2 第171:R1) G 5にある平田形 205x 第16図

145cmのやや角をいlったj'{{J円形てい、 i奈さ40cmの土l1i:o S K 1 

断面はなだらかに立ち上がる。 l層は灰褐色粘土混じ

りの黒色砂層て造物の大半はこの l層より出土した。

図示し得たものには、須恵総杯・有台杯・護・砥石(第

30区1118)がある o

SK4 A2にある エFi:n白)1ヲ180cmの円形て、i奈さ30cm干呈

の土坑。断面iJ草梯)1ヲをなす。医|示し得た造物iJ:土師器

杯、鍋 ・須恵器護小片など少ない。

SK5 第四位1) E 4にある平面径約 200cmの

同形て深さ40cmの土坑。 トレンチによって壊され全容

は不明。 図示した造物以外に須恵器短顎壷.~がある。

S A 1のi圭穴に切られている。

巴 おもな造物

‘k 

HLI.2m 

l灰褐色粘土(砂吉) 5暗偶色枯土(砂吉) 1-6吾層遺物包吉層

2黒褐色粘土(砂吉) 6灰褐色粘土(砂吉) (6層に多く吉む)
3灰褐色粘土(砂宮) 7暗褐色砂 1-8骨層植物遺体多
4灰掲色砂(粘土吉) 8灰褐芭粘土(砂吉)

1m 

HL 1.5m 

第17121 SK 2 
1黒色砂(灰褐色粘土宮、炭化物吉)

2黒色砂(炭化物吉)

3黄褐色砂
土器 (第四図) 本迭問、の土器群には、既述のよう

14 



に土r:ili器 ・須恵器 ・黒色土器がある。数点の土師器護以外は

総て ロク口調室きされる。杯について見るし 土師器は回転糸

切り の無台杯、須忠、器は有台 ・ ~!I.r，台杯とも 回転へ ラ切り技法

が大半を占め、黒色土器は ~!I.r，台杯て内外商へラ磨きするもの

が多L、。 ここでは、 これら以外の木造問、では稀少な土器につ

いて簡略に記す。

1 緑手，"陶器素地。J底径4.7cm、j!ilJり，'1'，しにより平高台を成

JIヲする。調主主は、外面横方向へラ!併さ、 内面IJ:不定方向のへ

ラ磨き 。!な音rl外面は、ロクロj'PJりの後へラ磨きを行ない、さ

らに中央官11に浅い同心円;1犬の沈線をめぐ‘らす。器種IJ:f本音11の

たちあがりか b皿形になろう 。IJ台二|ーは軟質で!i'l褐色を呈す。

E 3- 4区出二l二。 京都府石作禁問、のものに類似しており、そ

こでは 91":紀後半に比定されて いる。越後における土器編.1:10

の年代ぞ決定するうえで貴重な資本~I となろう 。

2 県色土器。底径4.5cmの比較的前川、平高台て¥底部外

r(uが刊切‘に凹む。J埜j威力f著しく，miJ弘文-1'Iリ10I勾面に漆状の付祈

第
同
ト
レ
ン
チ

'm a 
HLl.3m 

l灰褐色粘土(炭化物宮)

2黒褐色砂(炭化物吉)

3，黄信色砂(黒褐色砂をブロック状に吉)

第18盈1 SK5 

物カf伐る。胎土は黒灰色。 82ー 11当，'1'，土。第26図24などとともに、 lのよ うな緑干1"陶器の底部形

態含棋j1j~ したものであ ろうか。

3 -7 有台の土自jji ~品供時形態である 。 3-4 は高台が付く JIJL o 3の高台は、内外面内押 し、絞

lU!.l(riはlリIfi住な殺を:t'iたず、 1しくおさめる。仁l縁端部は上方へ僅かに回桜し、 内而iJ:沈線状とな る。

内外I(riロクロナテ" C 4 - 41~ II '， - 1 ~0 4も3と同形態、仁l紘端部|人JllIiカ"I'liかに凹む。全面i庫、減して

いる。 C4-4区11，'，土。 5は低""':1台て¥ 内符 しながら外)jへ附んは、る。桜地面は而を?とる。|勾外

1(:['ロクロナデ。 84-2区，'I'，j'.o 6・71J:i1':j， 、高台て¥ ともに般介，(riから恭IJ:%fiしている。 6は{iiヵ・

に|ノォ均 しながら外方へ広がり端部は九くおさめる。内外而H/f.)j向のへラ磨き 。 82-31豆山上。 7

は外何iぎみに広がり、 l二l'私:より少し |付符 UII同1Iに主る。|大l外l剖l可;なナテ"0 C 3 - 1区m二L

マ ず 14幸苛デー J

《包)三斗イ 何7 ー
で百 戸=十工、 5 Y ¥ご士イ

f「、擁護選議 噂膨
ui!li，ls ・:(1.~~戸川.~~台 湾\\~<;) 0 IOcm 

戸1 、7 明日JJf!
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８．９は、底部回転糸切りの須恵器杯。９は体部下端が凹み、底部には判読不明の墨書がある。

ともに内面ロクロナデが丁寧になされ凹凸が少ない。各Ｈ２－２区・Ｄ３－２区出土。本遺跡で、

糸切りの須恵器杯は図示した２点を含み、計３点を数えるにすぎない。

１０径4.3ｃｍ・器高1.4cmを測る小形の蓋。縁部は下方へ屈折し、端部でわずかに外反する。鉦は

やや肩平な擬宝珠形をなす。内外面ロクロナデ。胎土は黄褐色で繊密、一般の土師器との違いは歴

然としている。小形壷の蓋になろう。Ｄ３出土。

土錘（図版４）２７点出土した。すべての細形のもので長さ5.5ｃｍ・径１cm程を測る。１３－２区

第４ピットからは19点がまとまって出土している。

砥石（図版４）１０数点出土した。長径５cm程で四面に研磨面を有する小形のものと、不定形多

面体の大形のものがある。

紡錘車（図版４）径７ｃｍ・厚さ1.5cm程の円形を呈し、中央に約１cmの孔を有す。軽石製。Ｃ４

－１区出土。

ふいどの羽口（図版４）１０数点ある。出土地点には何か所かのまとまりが認められ、周辺から

は鉱倖が出土している。

鉄製品（図版４）２０数点出土したが、遺存が不良で形態を明らかにし得ないものが多い。近世

の遺物が混入している可能性もある。

３．中世

（図版４右上）口縁端部が水平に面を取って作られる珠洲焼の片口か揺鉢。内外面ロクロナデ。
（注９）

1台土は灰褐色を呈す。Ｆ３－４区出土。吉岡氏編年のⅣ期（1300～1400年）に類似する。

４．近世以降

遺構は土坑状のものと、幅の広い不定形のものなどがある。遺物はコンテナ２箱の陶磁器片と木片

がある。これらの遺物は過半が遺構内から出土した。近世前半のものは少なく、大半は末期以降で、

近現代のものと混在している。現在未整理である。

ａ遺構

平安時代の遺構と識別するため１００番代の遺構番号を付した。土坑状のもの（SK101～107）は、

Ａ５～Ａ７の直り山集落隣接地に集中する（第23図)･覆土はいずれも粘土質であるが、黒褐色砂を

含み平安時代のものと異なる。明らかにⅢ層を切っているが、同層中では判然としないものが多い。

遺物は雑多な木片類と陶磁器片が混って出土し、投棄されたものと想定される。多くは塵芥穴と思わ

れるが、SKlO6のように杭を打っているものなど単なる塵芥穴と判断できないものもある。近世以

降、現代までの年代幅を持つ。

不定形のものは、幅が広くⅣ層を数10cm掘り込む深さで、底部はいずれも平坦な点で共通する。

覆土は青味がかった粘土で他と異なる。プランに共通性はないが、面的な広がりを待ち、幅の広い

溝状のSX105～107も連続した方形区画とも見られる。遺物は少なく、総て陶磁器細片で、木片はな

い。むしろ混在する土師器・須恵器がまさる。近世以降の所産と思われるが、同時期に作られたも

のか明らかでない。耕作など生産に関するものと思われる。

１６－



また、確認調査ではＥ８．，９・Bl2の畑地水田境界部で、Ⅳ層に達する杭列が検出されている。

この杭はＳＫ１０６と同じ形状をしており、近世以降と考えられる。

ｂ遺物

SK105から多くの遺物が出土した。その一部を第30図に示す。１２１．１２２は鉄粕の施された播鉢。

１２３．１２４はホーロク。素焼で底部は薄く、外面にススが付着する。125は染付け碗。２種の花文を交

互に１対ずつ描き、唐草状につなぐ奪。126は内外面黒色の瓦器系鉢。外面は光沢をおび、内面にスス

が付着する。手悟りなど火鉢の類であろう。これらは近世末期以降のものと思われ、本遺跡陶磁類

の多くはこれに類する時期である。このほか、排水路立合調査で得た近-世前半の資料が若干ある。

Ｖまとめ

本遺跡の縄文時代の資料は断片的であるが、遺跡が立地する砂丘の年代的評価の目安になり得る。

また亀田砂丘後列全体でも今のところ同期まで測る確実な資料はなく、同じことが言える。次に平

安時代で､は、集落祉南西側の主要部が明らかになった。遺構配置・遺物分布．層序などからこの集

落がさらに南西に拡がる可能性は少ない。しかし反対の直り山集落側では、本調査区では最も優れ

た建物が２棟認められ、遺跡の中心地が束北側に拡がるのは確実である。集落壮は、遺跡の立地す

る砂丘の地形に規制された細長い形をとって営まれたのであろう。集落牡の年代は、ＳＥ７などの
（注１０）

やや古い様相を持つものをBllにすれば、概ね今池遺跡群で示された第Ⅵ期～第Ⅶ期前半期（９世紀後

半～10世紀前半）に相当する。９世紀に出現し、比較的短期間で消失ないし衰退したと言える。遺

物の中には、緑利I素地や黒色土器など県内では類例のないものが認められる。これらから広い交易

性が窺えるが、これが本遺跡個有の特性なのか、遺跡群に伴う属性なのか明らかでない。いずれに

しても、有利な地域的背景があったものと思われる。中世・近世以降については不明な点が多い。

注ｌ：藤塚明ほか『新潟市小丸山遺跡・的場遺跡範囲等確認調査報告書』新潟市教育委員会１９８７

注２：新潟古砂丘グループ「新潟砂丘と人類遺跡一新潟砂丘の形成史１－」『第四紀研究』第13巻第２号

１９７４（第１図は同文献を基に作成した｡）

注３：酒井和男ほか「亀田町周辺の遺跡調査について」『明窓』第４号新潟東工業高校生徒会１９６６

注４：酒井和男ほか『大江山地区の遺跡』新潟市教育委員会１９８７

注５：柱間寸法は、柱根が遣存していたＳＢｌ２の調査から、必ずしも完数尺で割り切れる数値にはないとの所見を得
たので、あえて尺で統一することは避けた。

注６：井戸は次の論考を参考にしたところが大きい。宇野隆夫「井戸考」『史林』第65巻第５号１９８２

注７：奈良国立文化財研究所′『木器集成図録近畿古代篇』１９８５

注８：百瀬正恒「平安時代の緑粕陶器一平安京近郊の生産窯について－」『中近世土器の基礎研究Ⅱ』日本中世

土器研究会１９８６

注９：吉岡康暢「北陸・東北の中枇陶器をめぐる問題」『庄内考古』第１８号１９８２

注１０：坂井秀弥ほか『上新バイパス関係遺跡発掘調査報告書Ｉ』新潟県教育委員会１９８４

坂井秀弥ほか『上越市春日・木田地区発掘調査報告書II』新潟県教育委員会１９８６
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第21図 SB4.SB7.SB8
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第22図 SBS.SB6
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第24図 S812・SD3.SD4セクションほか
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第27図 平安時代遺物3(SE1'SE3'SE4・SE7・SE9出土土器)
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第30図 平安時代遺物6 (木製品・砥石・羽口)・近世遺物
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調査区の景観 2
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第32図 平安時代遺構配置図 (1: 600) 
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